
2026年 10月 23日 

各 位 

株式会社 鳥取銀行 

 

新幡郷発電所コーポレート PPA の実施に関する協定の締結について 

 

株式会社鳥取銀行（頭取 入江 到）は、鳥取県（知事 平井 伸治）および中国電力株式会社（代表取締役

社長執行役員 中川 賢剛）との間で、「新幡郷発電所（水力発電所）コーポレート PPA の実施に関する協定書」

を締結いたしましたので、お知らせします。 

本協定を通じて、電力の地産地消を推進するとともに、地域金融機関としてお取引先企業の脱炭素経

営を支援し、持続可能な地域社会の実現に貢献してまいります。 

 

 ※PPA（Power Purchase Agreement：電力購入協定）とは、発電事業者が発電した電力を、小売電気事業者を介して需

要家の施設に供給する長期の電力購入契約です。需要家は初期投資なしに再生可能エネルギーを調達できるとともに、

電力に付随する環境価値も同時に取得することができます。 

 

記 

１． 協定締結日 

2026年 10月 23日（金） 

 

２．協定の概要 

項目 内容 

協 定 名 称 新幡郷発電所（水力発電所）コーポレート PPAの実施に関する協定書 

協定当事者 鳥取県（売渡人）、中国電力株式会社（小売電気事業者）、株式会社鳥取銀行（需要家） 

供 給 電 源 新幡郷発電所（鳥取県営水力発電所） 

供 給 方 法 コーポレート PPA（中国電力株式会社を介した電力供給） 

協 定 期 間 令和 9年 4月 1日～令和 13年 3月 31日 

 

【コーポレート PPAによる電力供給のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３． 期待される効果 

地域が育んだ水資源を活かした電力を地産地消で活用する本取組みは、地域の脱炭素化に貢献する

ものです。 

当行は、気候変動への対応を経営上の重要課題と位置づけ、CO2排出量について 2030年度に 2013年

度比 60％削減、2050年度にネットゼロを目標として掲げています。本協定による県営水力発電所の再

生可能エネルギー活用により、2030年度の削減目標 60％の達成が見込まれます。 

また、当行自らが率先して脱炭素に取り組むことで、お取引先企業の脱炭素経営支援においても、

実践に基づいた説得力のある支援が可能になると考えます。 

 

＜協定書締結式の様子＞ 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

                                         

 

 

以 上 

≪本件に関するお問い合わせ先≫ 
サステナビリティ推進室（森本）・経営統括部（大西） 

TEL：0857－37－0278 


